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〈巻頭言〉目まぐるしい変化の中ですが 

香川で教育の未来について語り合おう 

日本教材学会副会長 市川 洋子 

満を持して、対面による研究発表大会が、北海

道教育大学旭川校において開催されました。5 年

ぶりのことです。本格的な寒さが到来する前の

紅葉の美しい時期に、参加者の皆様と教材のこ

とについて語り合うことができました。北海道

教育大学の樺沢公一大会実行委員長をはじめ実

行委員会の皆様のご尽力によるものです。改め

て感謝申し上げます。 

コロナ禍を通して、私たちは自宅にいながら

にして日本中の人と話ができる便利なツールを

手に入れました。そして今回は、対面の良さを再

認識することができました。大会の中で「生成 AI

と教材」をテーマとしたシンポジウムやそれに

続く「生成 AI を活用した授業設計」のワークシ

ョップを通して、生成 AI がここまで進んでいる

のかと驚嘆と不安を感じました。生成 AI だけで

なく、社会全体も驚異的な速さで変化し続けて

います。教育改革もめまぐるしく、朝令暮改の様

相を呈しています。 

最近では、授業時数特例校や授業時間短縮の

取り組みによって、全国各地の小学校で 40 分授

業が行われるようになりました。これまでの教

材を使って、授業時間を 5 分縮めればいいとい

う単純なことではなく、45 分授業を想定して作

成された教科書を活用しつつ、40 分という時間

をどう構成するか、そのための補助教材はどう

あるべきかを再検討する必要があります。 

また、文部科学省は、2024 年 12 月 25 日の中

央教育審議会総会で、次の改訂に向けた検討を

諮問しました。それによると、以下のような検討

を求めているそうです。 

〇生成 AI の発展などを踏まえ、知識の集積だけ

でなく、深い意味の理解を促す学びのあり方 

〇デジタル分野を含めた先端技術の教育の充実 

〇情報モラルやメディアリテラシーの育成強化 

〇自動翻訳機などが普及する中での外国語教育

のあり方 

〇子どもたちが多様な能力や個性に応じ、それ

ぞれのペースで学習を進められる教材や方法 

2025 年 9 月 27 日(土)、28 日(日)の 2 日間、香

川大学教育学部（幸町北キャンパス）を会場とし

て、第 37 回研究発表大会（対面）が開催されま

す。「深い『探究』の学びに導く教材の在り方」

をテーマにシンポジウムが開催される予定です。

深い探究的な学びについて、そして、教育の未来

について、じっくりと語り合える大会になるこ

とを願っています。 
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〈特集〉 

学習指導要領の改訂によって教科書は 

どのように変わったか  

 

１、 家庭科 

横山 みどり  筑波大学附属小学校 

 

 小学校家庭科を中心に考える。現学習指導要

領となって教科書が変わった点として、ここで

は以下の２つをあげる。 

・(生活の中から問題を見いだし、課題を設定し、

解決方法を検討し、計画、実践、評価・改善する)

という一連の学習過程をいくつかのステップに

分けて各題材に当てはめ、学習の進め方をわか

りやすくした。 

・該当する(生活の営みに係る見方・考え方)を題

材ごとに明確にし、生涯にわたってよりよい生

活を営むために工夫する視点を示した。 

 では、変わらないことは何であろうか。近年、

小学校家庭科を指導する専科教員の割合は少な

く、またそれも若手が中心である。そのような状

況を受け、教科書紙面には指導に不慣れな先生

方の助けとなることを意図した構成も見られる。

だが若手教員からは、「教科書通りに指導ができ

ない」「時数に限りがあるので教科書の内容が全

ては指導できない」などの声がきこえ続けてい

る。これらは、目の前の子どもたちにとっての

「よりよい授業」を十分にイメージできていな

いということではないだろうか。「教科書を指導

する」のではなく、題材指定など指導する基本的

な内容はきちんとおさえた上で、子どもたちの

実態や学校行事などを踏まえ「教科書を使って」

どう学習を進めるかを考えていきたい。 

 

２、 生活科 

関根 千保  熊谷市立妻沼南小学校 

 

生活科で育成を目指す資質・能力は「知識及び

技能の基礎」「思考力、判断力の基礎」「学びに向

かう力、人間性」である。  

幼稚園教育要領等に示す「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」を踏まえたスタートカリ

キュラムを 1 年生の教科書の最初の単元とす

ることで幼児期との接続を図っている。また、

3 年生以降の社会、理科、総合への学びの接続

も意識した教科書となっている。 

 生活科では具体的な活動や体験を通して低学

年らしい思考・認識を育成することが求められ

ている。そのために自分の活動や体験を振り返

り、表現・交流することが重要である。教科書で

は、活動したことを振り返り表現する場面で、

ICT 機器の活用を掲載している。教科書を参考

にすることで児童は絵、劇などの表現方法だけ

でなく、ICT 機器使用の表現方法を知り、表現に

広がりがでる。 

 QR コードを読み取ると、挿絵の動植物の名前

や特色が分かるようになっていたり、昆虫の羽

化の様子が動画で見られたりする教科書もある。

児童の「知りたい」という思いに応え、個別最適

な学びにつながると考えられるが、体験や活動

を通さない学びになってしまう懸念もある。児

童に QR コードを使わせるねらいを教師が明確

にする必要がある。 

 

 

〈シンポジウム〉 

日本教材学会 第 36回研究発表大会 

         花園 隼人 

 

シンポジウムは「生成 AI と教材」というテー

マのもとで、ワークショップを伴って１日目に

開催された（ワークショップ 60 分、シンポジウ

ム 90 分）。テーマの趣旨、登壇者の氏名、及び、

概要は次のとおりである。 

 

【テーマの趣旨】 

本シンポジウムでは、昨今加速度的な発展を

遂げ、教育現場において無視できない存在とな

ってきている生成 AI の活用やその教材化など、

生成 AI と教材との関わりについて議論を深め

る場を設定したいと考えた。 

生成 AI は、多大な利便性がある半面、様々な

懸念も指摘されている。児童・生徒の発達段階や

実態に即して、各教科で生成 AI とどのように向

き合い活用していくべきかについて検討する必

要がある。現在、オンラインを含む生成 AI に関

わるセミナーや研修が、毎月複数回開催されて

おり、関心が高まっている。一方で、学校現場で

の実践については、まだパイロット校での活用
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に限られている状況であり、実践研究の蓄積が

急務である。 

このような背景を踏まえ、本シンポジウムで

は、生成 AI と教材との関わりや教材化の可能性

について、これまで得られた重要な情報や知見

を共有し、理解を深めることを目指す。 

プログラムは、ワークショップ（60 分）とシ

ンポジウム（90 分）の 2 部構成で企画した。 

ワークショップでは、「生成 AI を活用した授

業設計」について、授業を設計する教師の視点か

ら、参加者の皆様に、生成 AI を実際に活用する

体験の機会を提供する。シンポジウムでは、特に

子どもの活用の視点を踏まえた「授業実践への

活用」に関する話題提供をしていただき、ワーク

ショップを含めたこれらの事例を具体的な材料

として、「教材学」の視点から生成 AI と教材と

の関わりについて認識を深めたい。 

 

【登壇者の氏名及び提案のタイトルと概要】 

コーディネーター：渡壁 誠（北海道教育大学旭

川校） 

 

◯ワークショップ：テーマ「生成 AI を活用した

授業設計」 

講師：山本利一（埼玉大学教育学部） 

講師：北畠謙太郎（株式会社メディアファイブ） 

 

◯シンポジウム：テーマ「生成 AI と教材」 

シンポジスト：中里彰吾（文部科学省指定 生

成 AI パイロット校 札幌市立中央小学校） 

シンポジスト：朝倉 徹（東海大学） 

 

◇ワークショップ 

ラーニングスケルトン AI（略式：LSAI）によ

る生成 AI を活用した授業設計について、体験的

に学ぶ機会が設定された。参加者は、配布された

臨時 ID を用いて、LSAI に具体的な授業の指導

案を尋ねることによって、AI を用いた指導案作

成を体験した。LSAI が提案した指導案が意図に

合わないものであった場合には、より質問を具

体化して問い直し、期待する授業の指導案へと

漸近的にブラッシュアップした。体験後には実

際に操作した感想が共有され、その即時生・利便

性のほか、生成 AI の「授業観」とのズレといっ

た現時点での限界も確認された。 

 

 

◇シンポジウム 

・ 中里彰吾（札幌市立中央小学校）：生成 AI と

教材〜授業実践への活用の視点から〜 

札幌市 GIGA スクールモデル研究校、文部科

学省リーディング DX スクール指定校といった

研究指定を経て文部科学省生成AIパイロット校

の指定を受けている小学校における、国語科や

総合の授業での生成AIを活用した実践が報告さ

れた。生成 AI を用いて「感想文」や「ことわざ」

といった伝統的な教材に関する学習をする児童

のアプローチが従来とどのように異なっている

か、そして生成 AI を実際に使うことで「ハルシ

ネーション」や「ファクトチェック」を児童が経

験したりすることなど、生成 AI が「知の電動ア

シスト付自転車」として学びの経験をより豊か

にすることが提案された。 

 

・ 朝倉 徹（東海大学）：生成 AI と教材〜教材

学的な視点から〜 

はじめに、「生成 AI を用いた、優れた教材の

例」として、視覚支援や口頭によるコミュニケー

ション支援などといった、AI による学習支援ア

プリが紹介された。続いて、「生成 AI を用いた

教育・教材への政府の対応」として、初等中等教

育段階における生成AIの利活用に関するガイド

ラインや検討会議の論点などが説明された。ま

た、この論点と関連して「生成 AI が社会実装さ

れることへの懸念」として、生成 AI が事実とは

異なる情報を利用して回答を生成する、いわゆ

る「ハルシネーション」は本質的な解決の見込み

がないことや、児童生徒の読解力でファクトチ

ェックをすることが困難であること、教員が対

応を求められるとさらなる多忙につながるなど

といった指摘が紹介された。そしてこれらを受

けて、生成 AI の普及による懸念として人々（特

に子どもたち）の「共通項を見つけるような抽象

化の能力が育ちにくくなる」ことや「意味付与に

つながるような概念的理解が妨げられる」とい

った懸念が挙げられ、「理解力の低下」「問題点の

発見やそれへの指摘能力の低下」「批難的思考力

（分析力・懐疑力）の低下」といった観点を補填

する教材の開発が、「これからの教材・教育」と

して必要になることが提案された。 
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各支部活動報告 

 

１． 関東・甲信越支部活動報告 

(1)新支部役員の選出（10 月総会以降変更あり） 

 2024 年 10 月 6 日の総会で承認いただきまし

た支部役員の交代がございましたので、お認め

いただきますよう、お願い申し上げます。 

支部長：増田有紀（埼玉大学） 

副支部長：森 薫（埼玉大学） 

  会計：藤井大亮（東海大学） 

会計監査：成田慎之介（東京学芸大学） 

(2)役員会の開催 

（第 1 回）期日：2024 年 8 月 29 日（木）13 時

～14 時 開催方法：オンライン 

（第 2 回）期日：2025 年 3 月 5 日（水）10 時～

予定  開催方法：オンライン 

２．東海・近畿・北陸支部 

以下の要領で名古屋柳城短期大学にて総会と研

究会を開催する予定です。 

(1)日 時:令和 7 年 3 月 22 日(土)午後 13 時 30

分~午後 16 時 20 分 

(2)場 所:名古屋柳城短期大学(名古屋市昭和区明

月町 2-54)(オンラインでの参加可) 

(3)テーマ:持続可能な開発のための教育(ESD)・

持続可能な開発目標(SDGs)と教材 

(4)内容 

①支部総会 

②研究発表 

③講演「ESD・SDGｓ活動と教材（仮）」 

３．中国・四国・九州支部 

2024（令和 6）年度の日本教材学会中国・四国・

九州支部の活動としては、九州支部の担当で副

支部長である小池英明氏を実行委員長として、

2024 年 10 月 19 日（土）にオンラインで以下の

研究発表大会および総会を行った。 

(1)日時：2024（令和 6）年 10 月 19 日（土） 

13：00～15：30 

13：00～13：15 開会   

支部長挨拶、学会長挨拶、実行委員長挨拶 

(2)会場：大分県竹田市 (有)小池教材（web開催） 

(3)テーマ：「ICT 機器の活用と新たな教育の質の

獲得のために」 

(4)内容 

①講演 講師：大阪教育大学名誉教授 柳本 

朋子 

演題：「これからの教育における ICT の活用につ

いて」―算数教育の視点から－ 

②実践報告 日章教販 山野 正人 

 「学校現場における ICT 教育の現状と図書教

材販売店として取り組む GIGA2.0」－Google for 

Education Champion として見る福岡県－ 

(５)支部総会  

 支部総会においては、2024（令和 6）年度の事

業報告、同決算報告、2025（令和 7）年度の事業

計画（研究発表大会・総会等）、2025（令和 7）

年度からの支部役員の改選について、Zoom で提

案し、その後のメール審議によって了承を得た。 

なお、2025（令和 7）年度の研究発表大会・総会

については、四国支部の当番で、第 37 回日本教

材学会研究発表大会との合同大会として、香川

大学を開催校として 2025（令和 7）年 9 月 27 日

（土）～28 日（日）の二日間での開催であるこ

とが提案され、了承された。また、2025（令和 7）

年度からの中国・四国・九州支部の役員（任期３

年）については、下記のメンバーの選出が提案さ

れ、了承された。 

 ・支部長  内垣戸貴之（中国地区代表） 

 ・副支部長 鈴木 正行（四国地区代表） 

       小池 英明（九州地区代表） 

 （＊会計については、福山大学秘書室が担当） 

 

事務局だより 

 

・新入会員のご紹介 

下記「議事報告」に記載しました 2024 年度第２

回理事会までで承認されました、新入会員の皆

様です。ご所属は承認時のものです。 

氏名 専門等 勤務先 

兼安章子 家庭科 福岡教育大学 

中嶋太 社会科・

生活科 

西東京市立東伏見小

学校 

浅井哲司 国語 香川大学教育学部 

柿田みずき 国語 教育同人社 

阿部由夏里 国語 教育同人社 

江原謙介 道徳科・

社会科 

阪南大学 

・議事報告 

2024 年度第１回理事会 
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日程 2024 年 10 月 5 日（土） 

報告事項 

(1)．第 36 回研究発表大会の件(実行委員会） 

(2)．各委員会活動報告の件（各委員会） 

(3)．各支部活動報告の件（各支部） 

(4)．第 36 回日本教材学会総会の件 

(5)．2025 年度研究発表大会の件 

 

〈第 37回研究発表大会 香川大学 2025年 9月

27 日(土)～28 日（日）〉 

協議事項 

(1). 学会賞授与の件（学会賞選考委員会）→了承

された。 

(2). 研究プロジェクトの件→了承された。教材

学研究の報告の後ろに研究報告書を載せること

となった。査読は行わない。 

(3). 13 期役員の件→名簿表記に誤りがあること

の指摘を受け、修正をすることで了承された。 

(4). 会則検討の件→了承された。 

その他 

(1). 新規入会会員承認の件→前回の常任理事会

より後の入会者はいないことが報告された。 

(2). その他→細川事務局長から今後の学会運営

について理事に意見を求めたいという依頼があ

った。その後、山田雅彦監事より、事務局や委員

会の運営の問題だけでなく、学会そのものの活

性化を議論するための委員会を設置するなど、

抜本的な対策を促す要望があった。 

※本来総会の前に理事会で決算について承認を

取らなければならないのですが、その手続を抜

かして総会で承認をとってしまいました。昨年

もそのように進めていました。この後臨時理事

会を開いて、承認を得る手続きを取ります。 

 

2024 年度第２回理事会 

日程 2025 年 2 月 15 日（土）（zoom による Web

会議） 

報告事項 

(1) 2024 年度各委員会活動報告の件(10/1~1/31)  

研究企画委員会(1)、研究紀要委員会(2)、広報委

員会(3)、学会賞選考委員会(4)、研究倫理委員会

(5)、会則等検討委員会(6)、教材士資格制度化検

討委員会(7)、役員選考委員会(8) 

(2) 2024 年度各支部活動報告の件(10/1~1/31) 

東北・北海道支部(1)、 関東・甲信越支部(2)、 東

海・北陸・近畿支部(3)、 中国・四国・九州支部 

(3). 第 37 回(2025 年度)研究発表大会の件  

(4). 第 36 回研究発表大会会計報告 

協議事項 

(1). 会則変更の件→承認された。 

(2). 研究プロジェクトの件→２件は承認された。

残り１件は次の４月から会員となるため、審議

ができなかった。今年度は受け入れることとし、

来年度は申請時に会員であることを明記するこ

ととなった。 

(3). 新規入会・退会会員承認の件→承認された。 

(4). 2026 年度事業計画(案)承認の件→修正し、

承認された。また支部会で大会開催校をどのよ

うに決めるかのリズムを考えていくことが市川

副会長から報告された。更に、澤崎会長より学会

創立 40週年に向けての特別委員会委員長に細川

太輔氏に担当していただくことが報告された。 

(5). 2026 年度予算(案)承認の件→承認された。 

(6). 2026 年度年間予定(案)承認の件→会議の日

程が変わる可能性があるという前提で承認され

た。 

その他 

 森役員選考委員長から、支部長を常任理事と

することで役員選考委員会に諮ることが報告さ

れた。このあと臨時理事会で今年度中に承認す

る方向で進めていく。 

 澤崎会長から、今多事務局員が退職されるに

伴い、退職金をお支払いすることが諮られ、承認

された。 

 澤崎会長から、「日本教材学会研究発表大会実

行委員会細則」の「別紙」の一部を変更すること

が提案され了承された。（「日本教材学会研究発

表大会実行委員会細則」｢別紙」2 会計：・大会

費用の分担（30 万円を 40 万円。なお、既に 2025

年度、2026 年度の予算案に記され了承されてい

る。) 

澤崎会長から、新事務局長、新事務局員の候補

者について報告があった。 

 

☆事務局より 

今年度で、事務局長と今多勝代事務局員とも

に任期終了となり、４月より新体制となります。

会員の皆様のお力添えに心より感謝いたします。 

 

◆編集後記 

 今号の特集は 50 号のテーマを引き継ぎ、家庭

科と生活科で寄稿していただきました。これか

らも会員の皆様には執筆のご協力をお願いいた

します。（広報委員 三小田 美稲子） 


